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住所：880024澎湖県馬公市光華里171号
電話：06-9216521 FAX：06-9216541

澎湖空港トラベルインフォメーションセンター 06-9228115

澎湖ビジターセンター 06-9216445

南海旅客センター 06-9264738

岐頭ビジターセンター 06-9931527

北海ビジターセンター 06-9933082

後寮旅客センター 06-9933437

吉貝ビジターセンター 06-9911487

小門地質探索館 06-9982988

西嶼西台ビジターセンター 06-9981577

望安アオウミガメ保育センター 06-9991368

七美ビジターセンター 06-9971954

隘門、林投と尖山が連なった三日月形の
金色の海湾は、夏の澎湖で最も魅力的な
風景です。きめ細かな白いビーチと紺碧の
海が交じり合い、水遊びや水上アクティビ
ティ、海との触れ合い体験に最適な場所で
す。木陰に沿って歩道を散策しながら、柔ら
かな砂を踏みしめ、海風の音に耳を傾け、
ゆったりとした旅のリズムに身を任せてみ
てください。

風櫃洞は澎南の海岸に位置し、玄武岩が
長年にわたる波の浸食によって形成され
た海蝕溝と洞窟です。満潮のたびに巨大な
波が押し寄せ、波濤は雷鳴のように轟き、
岩穴からは数尺もの高さの水柱が噴き上
がる光景は、壮麗で圧巻です。「風櫃（ふい
ご）」という名は、この自然の奇観に由来し
ています。

澎湖の西嶼の南端に位置している西嶼西
台は、現存する最も完全な清朝時代の古
い砲台の一つです。敷地面積は8ヘクター
ル以上に及び、城門や砲座などの建築物
が残っています。国定古跡として、澎湖がか
つて海防の要所であった歴史的記憶と軍
事的栄華を今に伝えています。

澎湖の天后宮は台湾で最も歴史のある
媽祖廟であり、金面の媽祖を主祭神と
して祀っています。建築様式は、前殿、正
殿、後殿の三殿と左右の護龍に分かれ
ています。殿内の山川殿（前殿）の扁額
には精巧な彫刻が施されており、正殿
の門の上には四季を通じて縁起がよい
図柄が彫られています。伝統的な工匠
の見事な技術が表現されています。天
后宮は馬公の重要なランドマークであ
るだけではなく、澎湖の信仰の中心であ
り精神的な象徴でもあります。

天后宮に隣接する中央老街は、最も
早く開発されたエリアです。全長わず
か200メートルながら、台廈郊会館、
摸乳巷、四眼井、施公祠や万軍井な
どの文化古跡が集まっており、観光と
文化の両面で極めて価値のある歴史
的な街道です。

天后宮、中央老街

菓葉村は素朴な漁村の風情に満ちています
が、最も感動的なのは、何と言っても夜明け
の光が射し込む瞬間です。空が黒から青に
変わり、雲が次第にピンクに染まって朝日が
東から昇ると、海中のまだらな石滬を照らし
出し、遠くに中央山脈のシルエットを微かに
見ることができます。その絶景は「旧澎湖八
景」の名にふさわしいものです。

馬公、湖西、白沙、西嶼などの島々から成る馬公本島は、馬公市を観光の中心として、飲食、宿泊、
レンタカーや特産物などの多様なサービスが集まっています。また、豊かな地質や地形、人文古跡、
伝統集落、古城や塹壕などの歴史的記憶を有しており、壮麗な自然の景観と多様な生態資源が融
合しています。歴史のある天后宮、隘門-林投の黄金色のビーチから、小門嶼、二崁伝統集落、西嶼
西台などに至るまで、それぞれの場所が馬公本島ならではの島の風采と奥深い観光の魅力を織り
なしています。

馬公市にある澎湖ビジターセンターは、展
示、ガイド、観光相談を組み合わせ、多機
能体験スペースや映像設備も導入するこ
とで、豊富な情報と没入型の体験を提供
しています。澎湖の自然生態と人文風情を
理解するための絶好の出発点であり、旅の
始まりに最適な場所となっています。

天后宮、中央老街

南海レジャーシステムは、澎湖の「桃源郷」と称賛されています。桶盤
嶼、虎井嶼の壮麗な柱状玄武岩は、地質の奇観を呈しています。望
安嶼はアオウミガメの重要な生息地となっており、
集落の文化と草原の生態が溶け合っています。最南端の七美嶼は

「七美七景」で知られており、双心石滬はその代表的な存在です。南
海の島々を漫遊し、雄大な山と海や漁村の素朴さの中で、ロマンチッ
クな癒しの島の旅を体験してください。

桶盤嶼の南側に位置するこの島は、中央が低
く平坦で両端が隆起しており、柱状の玄武岩
の景観がまるで天然の彫刻のように連なって
います。干潮時には、澎湖八景の一つである

「虎井澄淵」の青い波が揺らめく様子を遠くに
眺めることができます。西山の歩道に沿って登
ると、漢白玉観音と日本軍の塹壕の遺跡が静
かに佇んでいます。北回帰線のランドマークと

「幸福がぴったりと寄り添う」ダブルハートのイ
ンスタレーションが、ロマンチックでリラックス
した雰囲気を演出し、旅行者に心ゆくまで快
適な島でのバカンスを楽しませてくれます。

澎湖で最も壮麗な柱状玄武岩の島の一つで
あり、「澎湖のイエローストーン公園」として知
られています。島の周囲はくっきりとした節理
のある玄武岩の石柱に囲まれており、風食を
経てその多くが球状で滑らかになっています。
南西の海岸では、溶岩の噴出によって形成さ
れた同心円状の岩塊を見ることができます。中
央がまるで蓮華台のように隆起し、潮の満ち
引きによって現れたり消えたりする、澎湖では
珍しい地質の奇観です。

澎湖諸島の最南端に位置し、壮麗な玄武岩の
地形と永遠の愛の象徴として有名な「双心石
滬」を有しています。島には望夫石、小台湾、龍
埕などの奇岩の勝景があり、感動的な伝説と地
質の美しさを物語っています。七美の海底のサ
ンゴはシュノーケリングの楽園であり、自然生
態、人文の歴史、ロマンチックな風情が結びつ
いた奥深い旅に最適です。

清らかな島の風土で有名なこの島は、アオウ
ミガメの重要な生息地であり、毎年数多くの自
然愛好家を惹きつけています。島には天台山
の古民家集落、網垵口ビーチ、中社村の古い
石造りの家々など、豊かな人文・自然資源が
保存されています。エコツーリズムと文化探訪
が結びついた、ゆっくりと心を落ち着けて散策
するのにふさわしい美しい離島です。

公式サイト

台湾海峡の中央に位置する澎湖は、海風がそよぎ陽光に抱かれた群島の国です。
数千万年にわたって玄武岩の風景が壮麗な奇観を作りあげ、大自然に深い筆致を残しています。澎湖
は壮大な地形で人々を驚嘆させるだけでなく、豊かな人文的背景も誇っています。寺院の信仰、閩南の
古民家、軍事遺跡から伝統的な漁業や海鮮グルメまで、世代を超えて受け継がれてきた知恵と文化が
息づいています。
澎湖の青い海、きめ細かい砂が金色に輝くビーチ、高くそびえ立つ玄武岩の柱が組み合わさり、美しく雄
大な海の島の景観を作りあげています。澎湖は単なる島にとどまらず、長く深い愛情が込められた海の
詩であり、旅行者がじっくりと味わい、深く心に留めるのを待っています。

観音亭は南海観世音菩薩を祀った寺院で
あり、古風ながらも優雅な佇まいと静寂が
漂っています。前方にある二体の石獅子
は、台湾全土でも類を見ないもち米モル
タル、石灰、黒糖水で作られた貴重な工芸
品であり、極めて高い文化的価値を持って
います。廟の前は、人気の観音亭海浜レク
リエーションエリアです。セーリングやカ
ヌーなどの水上アクティビティの練習場で
あるだけでなく、澎湖の夕暮れや海上花
火フェスティバルを鑑賞するのに最適な場
所でもあります。エリア内には「西瀛虹橋」
が設けられており、夜には色とりどりのイ
ルミネーションが水面に映り込み、華やか
で美しい光景が人々を魅了します。

北海レジャーシステムは、北海と東海の二つのサブシステムを含んでい
ます。北海レジャーシステムは、吉貝、目斗、姑婆などの島を含んでいま
す。黄金色の貝殻ビーチと紺碧の海があり、さまざまな水上アクティビ
ティに適しています。東海サブシステムは、員貝、鳥嶼、錠鈎、鶏善など
の島を含んでいます。その独特な玄武岩の地形は海鳥の重要な繁殖地
となっており、豊かな生態系の美しさを見せています。

澎湖の最北端に位置しており、積み重なった玄
武岩が壮麗な景観を作り出しています。碧く澄
んだ海水の中にある、海底の世界を一望でき
ます。島に上陸して探検したり、海と空が一体
となった景色を静かに眺めたりすることで、自
然の癒しの魅力を感じることができます。島の
真っ白な灯台が海を見守る中、朝日と夕日が
織りなす絵画のような風景は、写真愛好家や
観光客の心をとらえる美しい秘境と言えます。

巻き貝の形にちなんで名付けられた北海岸の
玄武岩は、柱状節理が発達しており、筆、硯のよ
うな場所や、理解を超えた石墨の景観を形成し
ています。北 東 側 の海 崖 はまるでプリーツス
カートのような形をしており、玄武岩の自然保
留区に指定されています。干潮時にサンゴ礁の
海底が露出すると、沿道の潮間帯には豊かな生
態系が広がっており、最も魅力的な海洋風景を
作り出します。

目斗嶼D5 目斗嶼D5 目斗嶼D5

吉貝嶼は海中に潜む龍のようであり、最も有名な「沙尾」と呼ばれる砂嘴は潮の満ち引き
によってその姿を変えます。雪のように白く繊細な砂浜が延々と続くさまは、息をのむほど
美しい景観を呈しています。島には澎湖で最も多くの石滬群があります。これは、先人た
ちが潮差、玄武岩、サンゴ礁を巧みに利用して作った魚を捕獲するためのトラップです。現
在もなお完全な状態で保存されており、漁村の知恵と歴史を伝える貴重な人文景観と
なっています。吉貝を訪れると、水遊びや波踏みだけではなく、自然と文化が織りなす魅
力も感じることができます。

海流による堆積でできた天然の砂州であり、サ
ンゴの破片、貝殻、石英で構成されています。そ
の形が白龍に似ていることから、「活龍灘」とも
呼 ばれています。干潮時には、鳥嶼まで歩いて
渡ることができます。また、重要な海鳥保護区で
あり、毎年4月から10月にかけてはベニアジサ
シやオオアジサシの繁殖地となっています。

漁翁島ビジターセンター 06-9982830
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隘門 林投ビーチD5

風櫃洞D4

西嶼西台D3

D6 菓葉観日樓

Db41 西瀛虹橋、観音亭

Dc42 天后宮、中央老街

大菓葉柱状玄武岩C4

白 沙 郷 通 梁 村の保 安 宮 前 に位 置し、
300年以上の雨風に耐えてきました。一
見すると多くのガジュマルが集まった林
のように見えますが、実際にはすべて同
じの古い木の根元から生えています。長
年の成長によって枝葉が茂ることによ
り、澎湖で最も壮観な樹陰の奇観を形
成し、大自然の粘り強さと絶えることの
ない生命力を物語っています。

C4 通梁古榕

小門地質探索館は、澎湖の貴重な地質
の歴史を凝縮しています。館内の施設
は充実しており、インタラクティブと解説
ガイドを組み合わせることによって、旅
行者が島の火山地形と自然の変化につ
いて深く理解できるようになっています。
それはまるで、時空を超えた地質探索
の旅に踏み出すかのようです。

小門地質探索館C4

二崁伝統集落は、台湾で初めて保存指
定を受けた伝統集落です。赤い瓦と白
い壁が特徴的な閩南式の古民家が点
在しています。改修された古い家屋は昔
ながらの味の軽食店、工芸工房やクリ
エイティブスペースへと生まれ変わり、
祖先の知恵と生活の記憶を今に伝えて
います。路地を歩くと時が静かに流れ、
歴史や人文、建築の美の奥深い魅力を
感じることができます。

二崁伝統集落C4

かつては東アジアで最長を誇る海上橋
であり、白沙と西嶼の二つの島を結んで
います。観光客が澎湖に来た際は必ず
訪れる定番のランドマークです。橋の上
を歩きながら、波が岸に打ち寄せる壮
麗な景色を楽しんでください。もしくは、
海風を受けながら自転車を漕いで島々
の広大さを感じるのも、忘れられない旅
の体験になるでしょう。

跨海大橋C4

西嶼灯台とも呼ばれ、台湾で最も早く
建設された西洋式の灯台です。白い円
塔がサンゴ（コーラル）の塀、西洋風の
建物、緑豊かな芝生と相まって、地中海
の趣を醸し出しています。園区はそれほ
ど大きくはありませんが、文物館、霧砲、
烽火台の霧笛などが設けられており、
豊かな歴史の物語を秘めた場所となっ
ています。

漁翁島灯台D3

海岸には大菓葉柱状玄武岩がそびえ立ち、
六 角 形の岩 柱がピアノの鍵 盤のように連
なって、海と空との詩的なコントラストを生
み出しています。雨上がりの水面に映る姿
はさらに神秘さを増します。澎湖で最も壮
麗な地質の奇観の一つであり、地質教育と
ディープな観光を促進する絶好の場所でも
あります。散策していると、時が経つのを忘
れてしまうことでしょう。

またの名を亀鼈山と言い、干潮時に姿を
現すS字形の砂利道は、まるで「モーセの
海割り」のような奇観であり、赤嶼へと繋
がります。澎湖の地質公園を代表する観光
スポットの一つです。道中では火山による
岩脈や潮間帯の生態系が見られ、旧澎湖
八景の一つである「奎壁聯輝」としても知
られています。景色を楽しむのにも波踏み
をするのにも適していますが、遊ぶ際には
潮の満ち引きに十分ご注意ください。

C5 北寮奎壁山

澎湖ビジターセンターD5

台湾海峡に散りばめられた美しい真珠たち！

交通部
観光署 澎湖国家風景区管理処

Penghu Travel Map


